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はじめに 

  

 演題の港の門口から世界経済を見るという発想は、

実は故宮澤喜一総理のお言葉からヒントを得たもの

です。昭和６３年の秋に、全国税関長会議というのが

開かれ、その席上で全国９つの税関長が、当時の宮澤

大蔵大臣の御前でそれぞれ管内情勢の報告をしまし

た。宮澤大臣は非常に興味を示され、「自分は経済の

専門家だと思っているが、それは統計の数字で見た経

済である。それに対して諸君は門口に立って日々の荷

動きを見ているわけだから、より生きた経済を見てい

るのだな」とおっしゃいました。今日は多少なりとも

そういうお話をしたいと思います。 

 

横浜税関はミナト横浜と双子の兄弟 

 

先ず日本最初の横浜税関とミナト横浜の生立ちと

歩みを振り返ります。 

ご存じの通り、嘉永６年黒船来航。ペリーが浦賀に

やってきて開港を迫り、翌安政元年、再び来航したペ

リーとの間で日米和親条約が結ばれました。この間ペ

リーは砲艦外交といわれるように、大砲を背にかなり

明治１５０年・開港１６０年 

港から振り返る世界と日本の経済 
米澤潤一 
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高圧的な態度だったようですが、日本人の能力につい

ては高く評価し、それなりの敬意を払っていたこと

が、著書『日本遠征紀』からもうかがわれます。現在

横須賀商工会議所の正面玄関に記念のレリーフが掲

げられています、その一部をご紹介しますと、 

「実際的および機械的技術において、日本人は非常

な巧緻を示している。・・・日本人がひとたび文明

世界の過去・現在の技能を有したならば、機械工業

の成功を目指す強力なライバルとなるであろう」

「読み書きが普及しており、見聞を得ることに熱心

である。・・・彼らは自国についてばかりか、他国

の地理や物質的進歩、当代の歴史についても何がし

かの知識を持っており、我々も多くの質問を受け

た」「長崎のオランダ人から得た彼らの知識は、実

物を見たこともない鉄道や電信、銅版写真、汽船な

どに及び、それを当然のように語った。またヨーロ

ッパの戦争やナポレオン、アメリカのワシントンに

ついても的確に語った」、とあります。 

 安政３年（１８５６年）タウンゼント・ハリスが

下田にやってきて、さらに２年後の安政５年４月幕

府は井伊直弼が大老に就任、６月、朝廷の勅許なし

に日米修好通商条約（安政の不平等条約）を結び、

函館、新潟、神奈川、兵庫、長崎の５港の開港を約

束しました。ここから幕末の血なまぐさい騒動が始

まるのですが、それはさておき、翌安政６年（１８

http://d.hatena.ne.jp/keyword/%C5%B4%C6%BB
http://d.hatena.ne.jp/keyword/%A5%CA%A5%DD%A5%EC%A5%AA%A5%F3
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５９年）横浜開港、神奈川運上所が設置され、ミナ

ト横浜、横浜税関の歴史が始まります、そして早く

もその年の年末生糸の輸出が始まっています。 

 元々港があり、町があった全国各地の港町と違っ

て、横浜は税関の誕生と同時に港が作られ、それか

ら町が開けていった、都市と税関がいわば双子の兄

弟だというところに独自の特色があります。 

 外国人の目から見たその頃の日本人像を知る、も

う一つの今度は精神面のエピソードです。ドイツの

考古学者ハインリッヒ・シュリーマン（トロイ遺跡

の発掘者で、岩波少年文庫 Ａ．Ｔ．ホワイト著

『埋もれた世界』の主人公のあのシュリーマンで

す）が、１８６５年（慶応元年）に中国から江戸を

目指して横浜へ着いて運上所の門をくぐった時のこ

とが、彼の『清国・日本旅行記』に書かれていま

す。 

「二人の官吏がにこやかに近付いてきて、オハイヨと

言いながら、地面に届くほど頭を下げた。次に、中を

吟味するから荷物を開けるようにと指示した。荷物を

解くとなると大仕事だ。できれば免除してもらいたい

ものだと、官吏二人にそれぞれ１分（２．５フラン）

ずつ出した。ところがなんと彼らは、自分の胸を叩い

て「日本男児」と言い、これを拒んだ」 

 世界を旅し、各国の税関を通ってきたシュリーマ

ンから見ると大変な驚きであり、日本人、日本の役人
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の清廉潔白さを紹介するエピソードとなっています。

ご本人清廉潔白とは縁遠い他ならぬシュリーマンが

書いているのが泣かせるところです。今では当たり前

のことではありますが、その時代からこうだったとい

うことは、その後今日に至るまで１５７年の横浜税関

の魂であり、誇りであります。 

 

 その後の横浜の歴史を詳しく辿っている時間はあ

りませんので、一言だけ申し上げますと、税関は生ま

れだけでなく、その後も横浜が歴史上の３重苦、震災、

戦災、接収で苦しんだ時には共に苦しみ、みなとみら

いで再び発展を遂げた時には共に発展してきており、

その意味でも双子の兄弟だと申し上げているのです。 

 

税関の生立ちと歩み 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１８５３（嘉永６）年６月ペリー浦賀来航国書交換、翌年再来航３月日米和親条約 

１８５８（安政５）年６月タウンゼント・ハリスと日米修好通商条約調印 

函館、新潟、神奈川、兵庫、長崎の５港の開港約束 

１８５９（安政６）年６月２日横浜開港、神奈川運上所設置、生糸輸出開始 

１８６５（慶応元）年考古学者ハインリッヒ・シュリーマン来日、 

     神奈川運上所で日本官吏の清廉潔白さに驚く（『清国・日本旅行記』） 

１８７２（明治５）年１１月２８日運上所を税関と名称変更 

１９１１（明治４４）年不平等条約第２次改正、関税自主権回復 

１９２３（大正１２）年９月関東大震災、市域・港湾と共に税関も壊滅 

１９４５（昭和２０）年５月横浜大空襲で被災、９月庁舎米軍接収 

１９５３（昭和２８）年、８月東京税関を分離、１１月庁舎接収解除 

１９８３（昭和５８）年、みなとみらい２１着工 

１９８９（平成元）年、開港１３０周年、市制１００年記念横浜博覧会開催 

２００９（平成２１）年横浜開港１５０周年 

２０１９（平成３１）年横浜開港１６０周年 

２０２０（平成３２）年東京オリンピック・パラリンピック 
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横浜開港当初から戦前の貿易 

 

それでは開港以来、戦前の日本経済を横浜港の門口

からみて見ましょう。開港の翌年、１８６０年（萬延

元年）の日本の輸出品目は生糸、茶、油、種子、干魚、

昆布と、とても牧歌的なものです。（明治初年の蚕卵

紙とは蚕の卵を紙に張り付けて輸出したものです。日

本の幕末から明治初年、欧州では伝染病により蚕が全

滅状態、日本から卵を輸出しました。蘇木は、漢方薬

の原料、マメ科の植物の心柱です）日露戦争に勝利し

て勢いが出てきた１９０７年（明治４０年）頃、よう

やく絹のハンカチやテーブル・クロスといった品目が

出てきます。戦前の日本経済のピークと言われている

昭和１０年頃になって玩具、鉄管、機械部品、自転車

といった工業製品が出てきます。 

貿易は世につれ（１） 

戦前横浜港の主要輸出入品目の推移 
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幕末の金流出 

 

少し難しいかもしれませんが、幕末の最大の貿易問

題ともいうべき、金の流出についてお話ししたいと思

います。日本人としては悔しく、腹の立つ話です。江

戸時代の貨幣の単位は、１両が４分、１分が４朱とい

う４進法の単位で、金貨と銀貨があり、金銀の複本位

制でした。当時、１両は天保小判、銀貨は、額面１分

の貨幣として天保１分銀が流通していました。 

金貨天保小判は海外では４ドルと評価されていま

した。ドルの金貨は流通はしてはいないものの存在は

していたので、その金貨との金含有量換算で天保小判

１両は４ドルという評価が海外でされていたわけで

す。そうすれば、お金の値打ちという点では、４分の

１両である１分は１ドルの筈でした。流通する貨幣と

してはメキシコ洋銀というのが１ドル銀貨として通

用していましたから、メキシコ洋銀は本来 1分、天保

１分銀と等価だったはずなのです。しかし、銀の含有

量からすると、メキシコ洋銀には２７グラムの銀が入

っているのに対して、天保１分銀は９グラムしか入っ

ていなかったので話がややこしくなります。 

日米修好通商条約で、同種同量の原則、金も銀も１

グラムは１グラムで交換できることになってしまっ

たために、メキシコ洋銀１枚を日本に持ち込むと、天

保１分銀３枚と交換できることになってしまいまし

た。海外で小判１両で貰ったメキシコ洋銀４枚は日本
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国内に持ち込むと天保１部銀が１２枚貰えることに

なり、これを金貨の小判に交換すると３両となるわけ

です（次の図の通り）。 

つまり、天保小判を海外に持ち出して回すと、濡れ

手に粟で３倍になる。そういうわけで、小判が流出し、

外国人がノーリスクの大儲けをしたわけです。実際に

は輸送コスト等によって３倍にはなりませんでした

が、それでも倍くらいにはなったということです。 

 
 

この話を歴史の教科書では、日本では金１グラムが

銀５グラムの値打ちだったのに対し、海外では金１グ

ラムが銀１５グラムの値打ちで、金銀の値打ちの格差

により起こった、と間単に片付けていますが。実態は、

『大君の通貨』（佐藤雅美著）という名著に詳細に書か
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れている通りもっと複雑なのです。 

実は、その１００年くらい前までは、銀貨には天保

１分銀の約３倍の銀が使われていましたが、幕府が財

政事情、財源調達のために銀の含有量をどんどん減ら

していったのです。つまり、銀の悪改鋳を繰り返して

いった結果、天保１分銀というのは幕府の信用によっ

て、素材価値の３倍で通用する管理通貨になっていた

わけです。何より証拠には、長崎などで外国貿易に使

われていた銀貨は、天保１分銀ではなく、豆板銀とい

う重さで量って通用する秤量貨幣で、その際の金銀比

価は海外と同様の約１５対１だったのです。だから天

保１分銀は銀の目方で評価してはいけなかったので

す。 

金の大流出に驚いた幕府は、安政２朱銀というのを

鋳造しました。２朱というのは１分の半分です。銀の

含有量は天保１分銀の１．５倍にして、１分の銀の重

さがメキシコ洋銀と同じになるようにしました。そし

て以後の天保１分銀の使用を禁じようとしましたが、

すでに甘い汁をたらふく吸っていたハリスなど外国

勢の猛反発にあって、断念しました。 

結局、金貨のほうの金の含有量を３分の１に落とし

た萬延小判を鋳造して解決したのですが、それまでの

約１０カ月の間に、全国の金貨流通量の２％にあたる

５０万両、すなわち千両箱で５００箱分が海外に流出

したのです。 

金貨の値打ちを３分の１に落としたことによって、
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国内では猛烈なインフレが起きました。ある歴史学者

によれば、そのインフレが幕府の命取りになったとい

う説すらあるくらいです。 

私の個人的感想ですが、この話は今日にも通用する

教訓を含んでいるように思います。すなわち、鎖国時

代には通用していたことでも、開放経済になると破綻

するということです。今日でもグローバル化が進展す

ると、従来行っていた国内でのさまざまな規制ができ

なくなってしまうということで、現代日本でも、最近

まで山のようにあった話です。 

それからもう１つ、紙幣であれば管理通貨であるこ

とは誰でも分かったはずで、当時でも藩札というもの

がありました。しかし、本位金属である銀のお金が実

は管理通貨で、本来の価値以上に通用しているという

ことを、まず自分が理解するのは非常に難しい。さら

に自分が理解した上で外国人に分かるように理路整

然と説明するということは、当時の幕府の役人の能力

を超えていました。 

今日でも言えますが、国際経済交渉で日本独特の制

度を外人に説得、説明することは、本当に大変なこと

です、私自身も散々苦労しました。飛び抜けて優秀な

説得力をもった、語学もできる稀有な人材がいなけれ

ばできないのです。 

ただ、ハリスなども、こんなにうまい話があるわけ

がないので、変だとは気が付いていたはずです。それ

でも居丈高に横車を押し通しました。これも、日本は
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外圧で威嚇すればいいという始まりかと思えば、悔し

く苦い教訓です。 

前掲『大君の通貨』は、「幕末円ドル戦争」という

サブタイトルが付けられていました。発行されたのが

ちょうど昭和５９年で、まさに日米円ドル委員会をや

って、日本がアメリカから攻め立てられていた時期な

のです。 

 脱線しますが、伊豆の下田に行くとハリスは日米友

好の立役者としてあちこちに銅像や顕彰碑がありま

すし、平成２８年正月千葉県の佐倉城址公園に行った

ら、城主の老中堀田正睦
よし

像と並んでハリス像がありま

した。しかし私はこの佐藤雅美さんの本を読んでか

ら、ハリスを好きにはなれません。それに引き換え、

ペリーは立派な軍人だと思います。 

 

戦後日本の経済成長 

 

次に、戦後日本の経済成長を振り返ってみると（次

のグラフ）、大まかに３つの時期があります。 

第１フェーズは１９５５年（昭和３０年）から７０ 

年（昭和４５年）年までの１５年間にわたり平均成

長率約実質１０％という、人類史上空前といわれ

た、奇跡的高度成長を続けた時期です。この時期

も、一本調子ではなく、成長率に変動はありました

が、平均で非常に高いレベルで推移しています。 

１９６５年、東京オリンピックの翌年に戦後空前と



11 

 

いわれた不況を経験して、国債発行に踏み切り、それ

が成功して、またいざなぎ景気へとつながっていきま

した。 

 
第２フェーズは、ニクソンショックや石油ショック

といった移行期を経て、１９７５年から８６年までの

１２年間、平均成長率４％弱の安定成長期です。 

第３フェーズは、プラザ合意を経てバブルが発生、

そしてバブルが崩壊して、一進一退を繰り返しまし

た。さらに、サブプライム問題によって世界同時不況

となっています。つまり、バブルの生成と崩壊、その

後遺症、それが終わったと思ったら、また次の苦難に

見舞われた、失われた２０年ないし２５年という時代

です。 
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この成長の足取りを、名目１人当たりのＧＤＰの推

移をアメリカと比較してみると次の表の通りです。 

 
 １９５５年は、日本は２５９ドルで、アメリカの２

４３６ドルの１割程度でした。この水準は当時のアフ

リカのガーナや、マレーシアと同水準です。 

東京オリンピックの１９６４年は、経済的にはＩＭ

Ｆ８条国に移行したり、ＯＥＣＤに加盟した年です。

いちおう先進国の仲間入りをしましたが、それでもそ

の前年６３年はやっとアメリカの２割です。ニクソン

ショックの７１年には、これが約４割になります。こ

の後、円高によって、ますますこの差が縮小して、そ

の２年後、つまり変動相場制に移行した７３年（昭和

４８年）には６割に達し、ここでイタリアとイギリス

を抜きます。 
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その後、フランスと西ドイツを抜き、プラザ合意に

よって円高となり、１９８６年にはカナダを抜いてア

メリカの９割となり、そしてついに８７年、アメリカ

を抜いてＧ７のトップに踊り出ます。実際は日本の物

価が高いので、購買力平価でみればアメリカの水準に

は届いていません。残念ながら、その後バブルが崩壊、

失われた２０年で、またランキングが落ちていきます

が、それはまた後で。 

 

これを貿易の門口からみてみる（次の表）と、高度

成長期前には、鉄鋼、金属製品といった輸出品目が出

てくる一方、生糸、魚介類のような、明治時代を引き

ずっているようなものもありました。 
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高度成長期から昭和５０年代に入って、このような

品目は次第に姿を消し、前期には合成繊維や衣類があ

りますが、これらは次第に輸入品目へと移っていきま

した。そして、鉄鋼や自動車に続いて、ラジオ、テレ

ビ、テープレコーダといった、次第に技術水準の高い

高付加価値品が入るようになります。 

昭和５０年代末から平成の初めにかけては、さらに

コンピュータ、半導体が入ってきますが、このへんま

では日本の産業構造の変化の反映ということができ

ます。 

面白いのはその後です。それまでは基本的には輸出

品目は輸出品目、輸入品目は輸入品目であったのです

が、昭和５０年代の終わりから平成以降にかけて、同

じ時代に同一品目で輸出入両方のベストテンに姿を

現す品目が出てきました。自動車、鉄鋼、事務用機器

と半導体等電子製品です。 

事情はそれぞれ異なり、鉄鋼の場合には、ハイテク

の鋼板や自動車用の高級薄板などの高付加価値品が

輸出品目で、矢板とか土木工事に使うような安い鋼

材、低価格品が輸入品目といった国際水平分業でし

た。 

自動車はもちろん輸出品目のトップですが、輸入自

動車はバブル期はヨーロッパの高級車です。バブルが

はじけて、自動車は輸入のベストテンから姿を消しま

すが、その後、アメリカの小型車と、日本の海外現地

生産の逆輸入品で自動車が輸入のベストテンに姿を
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ちらちら現していた時期もあります。 

事務用機器と半導体等電子部品は、そういう決まっ

たパターンがなく、最先端をいく品目なので、アメリ

カがある品目で強さを発揮すると、これに対して日本

は別なものを出すという、得意分野の棲み分けという

のが実情です。これらは世界の経済の構造変化を物語

るものです。 

 

２０世紀の世界の経済成長 

 

ここで、少し視野を広く長く取って、２０世紀１０

０年の世界の経済を振り返ってみます（次のグラフ）。 
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ＩＭＦ（国際通貨基金）が２０００年５月に発表し

たところによると、１９００年から２０００年までの

１００年間に、世界の人口は１６億人から６３億人へ

と、爆発的に増えました。幸いなことに、この１００

年間で年間の生産は、物価変動を除いた実質ベースで

１９倍に増え、結果として、人口１人当たりの実質生

産は４．７倍になりました（前半５０年が１．７倍、

後半５０年が２．７倍です）。 

でも、この４．７倍の成長の恩恵は世界一律ではあ

りません。国や時期によって大きな格差があります。

これによると、成長率のトップが台湾の２２．２倍、

２番目が日本の１８．２倍、３番目が韓国で１６．８

倍、中国は９．６倍となっていますが、実は中国は前

半はマイナスで、後半で１０倍以上、トータルで９．

６倍となりました。このように東アジア諸国が上位を

占めているわけですが、それは２０世紀後半のこと

で、前半は大きく出遅れています。日本でさえ、前半

５０年は世界平均と同じ１．７倍で、後半の５０年で

急成長したわけです。ただこの話には２１世紀に入っ

てからの続きがあります。それは後ほど。 

 

 

さらにこの頃世界はどう変わったのかを、日本の貿

易の門口から見てみます。日本の貿易額の地域別の構

成の推移を見たのが次のグラフです。 
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１９８６年には輸出入合計でアメリカが３分の１、

アジアが４分の１、ＥＵが１５％くらいでした。 

それが１９９５年には、アメリカが４分の１、アジ

アが４割になります。２００５年になるとアメリカは

１７・８％に落ちて、アジアが５割に近づきます。Ｅ

Ｕも落ちています。２０１５年にはアジアが半分を超

え、アメリカは１５％、ＥＵ１０％となっています。 

つまり米欧に代わって、アジアのプレゼンスが非常

に高くなってきたことが、日本の貿易の門口からもよ

く分かるということです。 

また、製品輸入比率の推移をみてみると、わが国の

輸入全体の中で、製品といわれるものの占める割合
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は、オイルショックのときには少し減るのですが、高

度成長期以来２５％から３０％の間で安定的に推移

していました。 

日本は資源がない国なので、原料や燃料を輸入して

加工し、モノを作って輸出する。製品というものは輸

出するもので、輸入するものではない。私達の若い頃

はこう教えられてきましたが、１９８０年代後半から

変化が現れます。 

 

 
 

製品輸入比率は、プラザ合意の後から、階段を駆け

上るように５割まで上がります。５割で安定したかと

思えば、バブルがはじけた後、１９９３年からアジア
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が急速にブースターがかかり、６割に上昇します。一

時下がっているのは原油高のせいであり、９８年頃か

らは６割という水準で推移し、直近ではさらに上昇し

ています。もはや日本は製品は輸入するものであると

いう経済なのです。これも、円高による海外生産の増

加、アジア諸国の急速な工業化が、この貿易の門口か

ら見受ける世界だということです。 

 

密輸の動向 

 

闇の貿易ともいうべき密輸についてですが、これも

世相を反映しています。 
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戦後の混乱期は何と言っても物資不足なので、砂

糖、薬品（ペニシリン）、食料などの生活必需品が中

心でした。この頃は密輸の形態も大型、集団的、暴力

的で、税関職員がピストルを携行していた時代もあっ

たと聞いています。 

昭和３０年代になると、厳重な輸入制限を逃れるた

めの知能犯、経済犯になってきて、時計（南京虫）、

貴金属が主役になります。昭和３０年代も後半になる

と、中級のものが姿を消して、高級品に移行していき

ます。 

昭和４０年代になると、当時規制によって内外価格

差がいちばん大きかったのは金なので、金塊が密輸の

王座になりました（股間に金をつって密輸しようとし

て、歩き方が不自然でばれたという話もあります）。

また、覚醒剤、拳銃も増加してきて、それから海外旅

行が自由化されたことで、携帯品の密輸が増加しまし

た。 

昭和５０年代になると、今度は一般の商業貨物、コ

ンテナに隠した大口の覚醒剤、銃砲など、手口が巧妙

化、組織化してきます。 

昭和６０年頃からは多様化してきました。グローバ

ル化が進むからですが、郵便物、ビジネス航空貨物と

いった小口の密輸がどんどん増えてきました。ピスト

ル２０丁を分解して、ナイフとフォーク、スプーンの

中にまぜて、郵便で送ってきたという事例が横浜であ

りました。 
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一方で、洋上積み替えによる超大口も後を絶たず、

これはなかなか捕まりません。また、不正薬物の種類

も、コカインとか向精神薬、大麻などが伝統的なもの

に加わってきます。 

グローバル化に伴い、仕出地も多様化してきます。

平成初期の最大の問題として、旧ソ連崩壊に伴ってト

カレフ、マカレフという銃砲が増えてきました。一方

で、伝統的な不正薬物や銃砲ではなくて、知的財産権

侵害物品（偽ブランド商品）、ワシントン条約違反と

いったものも出てきました。 

さらには、密輸というのは、主として入りを押さえ

ていればよかったものの、最近は出も大変です。テロ

危険物品、地球環境有害物品、盗難中古自動車など、

これらはもっぱら輸出です。覚醒剤の原料も輸出で

す。輸出も輸入もやらなくてはならないということ

で、税関も大変です。 

昔の話では毒蛇のコプラの入った箱の下に隠した

とか、南太平洋で収集した遺骨の箱に隠したとか、ピ

ストル 20丁を分解してナイフやフォークと一緒の箱

に詰めて郵便で送ってきたなどの事例がありました。 

次の表に最近の大口や特異な事例を密輸のルート

別にまとめてみました。密輸のルートとして、何とい

っても大口なのは、いわば玄関口から正面突破を図る

海上貨物です。ここにあるように色々偽装してきます

のでこちらも知恵がいりますが、２７年横浜のテキー

ラの瓶に液体に溶かして隠して来たなどというのは
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見つけるのが至難の事例でしょうね。 

 

 

 
 

次の洋上積み替えはいわば垣根を越えて庭から入

ってくるようなものでこれも大口です。海に囲まれた

日本ですから内航船用の地方港や漁港は津々浦々に

あります。ここには税関はありませんから捕まえるの

は大変です。 

件数が多いのは航空貨物と旅客の携帯品です。比較

的小口なものが多いですが、件数は多く、偽装も巧妙

になっているので目が離せません。 
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最近頭が痛いのがの金の密輸です。金は麻薬・銃砲

などと違ってそれ自体が有害物品でありません。これ

は密輸入した金を今度は堂々と輸出して８％の消費

税還付金を詐取するという財政犯です。５トン、６ト

ン、２００トンと覚えて下さい。スライドの右にある

ように正規の輸入量は年間５トン程度なのに摘発さ

れた密輸がそれを上回る６トン、さらに２００トンも

輸出出来るなずがないのです（国内生産は都市鉱山で

９０トン程度）。マクロ的におかしいことが明々白々

なのに還付を続けているのがおかしい。当局は摘発強

化を威張っているが焼け石に水、私は制度的対応が必

要だと主張しています。 
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税関も世につれ 

 

こういう世の移り変わりにつれて、税関の役割も変

化しています。 

 

 
 

まず税関の伝統的役割は何と言っても関税（昔は運

上といいました）の徴収で、これこそ運上所以来の税

関の原点です。西洋では、国境でお金を取るという慣

わしは、人類の歴史上どのぐらい遡るか分からないほ

ど大昔から続いている慣習（カストム）なので、税関

のことをカスタムズと呼ぶということが、アダム・ス

ミスの本に書かれています。アダム・スミスの父親は
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やはり同名のアダム・スミスというのですが、スコッ

トランドの関税庁長官でした。 

関税の徴収の意義も、時代とともに変化してきまし

た。最初はともかく収入で、今でも途上国では、関税

収入が財政収入の３割を超えている国もあります。９

０年代半ばのインド、パキスタンなどもそうでした

（次のグラフ）。 

 

 
 

 

ひとつ大切なことを申し上げておきますと、我が日

本は開国当初の新興国時代から、関税収入の依存度が

低く、関税に依存しない財政でした。これは安政の不
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平等条約で、関税率を自分では決められない、関税自

主権が無いこととされてしまったからです。「災い転

じて福となす」、これが却って関税に依存しない財政

（地租），産業の競争力強化に繋がり、成長に寄与しま

した。日清・日露戦争後、２次にわたる条約改正で関

税自主権を回復した後もせいぜい１５％止まりと、先

進国並の低い水準でした（グラフの右側）。 

先進国化してくると、収入を上げるのは二の次にな

り、国内産業の保護にウエイトが移り、それも次第に

薄れると、今度は今トランプ大統領がやっているよう

に貿易摩擦の武器になってきます。 

関税の徴収の副産物として、貿易統計と商品分類と

いうのがあります。貿易統計は、前月分が翌月の２５

日に公表されるという経済統計の中でもっとも速報

性のある統計で、だから宮澤元総理も「門口にいると

よく分かる」とおっしゃった。その門口が統計になっ

た貿易統計は、経済統計の中でいちばん早く、品目別、

国別に分かりますから、世界が見えるいい統計です。 

これら税関の伝統的な役割と、もちろん武器や不正

薬物の輸入防止といった安全確保もそうですが、これ

に加えて新しい役割が出てきました。意外に知られて

いないのが地域の振興です。横浜という街は、まさに

港、運上所が設けられたことによって生まれ、発展し

たのです。それと同じように、開港、国際空港ができ

ることによってその地域が発展するということは、平

成の御世にもたくさんあります。 
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また、インランド・デポというのがあります。つく

ばや宇都宮に税関があるといったら驚かれるかもし

れませんが、要するに成田から保税運送をして、つく

ばや宇都宮で初めて貨物を開けるのです。そうする

と、あたかもつくばや宇都宮に空港があるかのよう

な、あるいは海岸線がそこに入り組んでいるような、

そういう経済効果を地域にもたらすのです。 

ＹＡＴ（横浜航空貨物ターミナル）も、空港のない

横浜に成田から航空貨物を保税運送で運んできて横

浜で開けるというものです。つまり横浜が海の港だけ

ではなくて、空港もあるような経済機能を持つという

ことで、ＹＡＴも画期的な総合物流基地としての横浜

港の機能の更新に貢献したと思います。 

それから本質的なことではありませんが、各種イベ

ントにご協力するという役割もあります。三題話とし

て、オリエント急行、ＱＥⅡ、自由の女神と３つをご

紹介します。これらはいずれも日本に輸入された英仏

の文化遺産です。 

オリエント急行は昭和６３年、開局３０周年記念事

業として、某テレビ局が輸入して、ＪＲ線を営業走行

しました。もちろんイベントが終われば戻すのです

が、その間、日本で営業をしている以上は輸入にあた

ります。これは税金を払っていただいて輸入しまし

た。 

自由の女神についてですが、これはフランスのセー

ヌ川の自由の女神であり、ニューヨークではありませ
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ん。平成１０年日本におけるフランス年に、フランス

からお台場に輸入しました。展示場で展示するもの

は、再輸出するのであれば免税できるという規定が関

税法にあって、これは免税で入ってきました。 

 

 
 

クイーン・エリザベス号の場合は少し複雑です。こ

れは２７年前、横浜開港１３０周年記念事業（ちょう

ど私が横浜税関長の時）で、大桟橋でホテルを営業し

ました。おそらく最初これを企画された方は、外国客

船だから、この中でお酒も肉も無税で提供できるので

はないかと思ったのではないかと思うのですが、世の

中そんなに甘くはありません。 
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公海上を航海しているから免税なのであって、日本

で横付けしてホテルの営業をすれば、実は本当に厳密

に関税法を適用したら、この船ごと輸入なのです。こ

の船の値段がいくらするか分かりませんが、船ごと輸

入すれば膨大な金額だったと思います。それではこの

事業が成り立たなかったので、何とかこの事業が成り

立つようにならないかとみんなで知恵を絞り、苦心し

た結果、非常にフィクションめいていますが、豪華客

船クイーン・エリザベス号を外国貿易船と位置付けた

のです。 

なぜ客船が貿易船なのかというと、飲ませるお酒や

食べさせる肉をたくさん積んできますが、積んできた

ものは税金を払って通関していただきます。そうする

と、それは貿易のための輸送です。貿易のための輸送

をするから、外国貿易船だということです。 

貿易船になることのメリットは、まずここで焚く油

には税金がかかりません。無税で油が焚けます。この

ホテルを営業するのに油を焚くので、この油を輸入し

ていたのでは営業は成り立ちません。船員が飲食する

ものも無税で輸入ができます。客船事業というのは労

働集約的な事業で、お客の定員が１８００人でした

が、従業員が１０００人いるのです。全部が全部外国

人ではないのですが、その１０００人が飲み食いする

ものや何かが無税扱いになれば、事業として成り立ち

ます。これはポート１３０という第３セクターがおや

りになったのですが、そういうことで成り立つように
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外国貿易船という知恵を出しました。このように地域

振興に協力もしています。 

 

世界税関機構 

 

世界各国の税関の連携・協力のための国際機関とし

て、世界税関機構（ＷＣＯ）というのがブラッセルに

あります。 

 

 
 

１９５２年に欧州１７か国で設立、現在は１８０の

国・地域が加盟しています。日本は遅れて東京オリン

ピックの１９６４年に加盟しましたが、目覚ましい貢
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献をしています。今のトップ事務総局長は神奈川県人

の御厨邦雄氏で、さる６月に３期目に再選されまし

た。数少ない日本人国際機関トップとして精力的にご

活躍です。一昨年帰国中の同氏から、世界がＩＴ化、

グローバル化する中で税関の役割が益々多様化し、重

要性を増している具体例の数々を聞きました。 

 

現実の商品は何百万、何千万とあるわけですが、統

計のためにも、税金を取るためには、これを何種類か

に括らなければなりません。しかし、これを各国が勝

手に行うと国同士で整合性が取れなくなるので、この

世界税関機構が中心になって商品の名称及び分類に

ついての統一システムに関する国際条約（通称 ＨＳ

条約）という条約で、８０００くらいの品目に括って

います。 

この分類というのがなかなか曲者で、しばしば貿易

摩擦のタネになったり、対抗手段として使われたりし

ています。特にひどいのが米国で、トランプ大統領登

場以前からも時々ルール違反の無理押しを平気でや

っています。日米間ではミニバンが乗用車か貨物自動

車かで争われた日米ミニバン戦争というのがありま

したし、ジェームズ・ボバードという人の『アメリカ

貿易は公正か』という本には、韓国からのテニス・シ

ューズ に靴ひものスペアがついているので繊維製品

と認定したとか、インドネシアからのカップ・ラーメ

ンに僅かの砂糖が含まれているので、全体を砂糖製品
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と認定したとかいう例が載っています。 

日本で新聞紙上を賑わせた話に、平成４年秋の‘す

しボーイ’騒動があります。私が大蔵省関税局長の時

でした。大阪の握りずしチェーンがマグロの握りずし

を輸入しようとしたのを、食糧庁がコメだから輸入ま

かりならんと止めようとしました。ちょうどウルグア

イ・ラウンドの最終局面で、コメの問題が猛烈にセン

シティブだった時期でした。ところがこの問題は、ネ

タの重量が全体の２０％を超えるかどうかで、魚介類

の加工品か、穀物の加工品かがきまるという、法律上

も条約上も疑問の余地の無い話で、淡々と処理しまし

た。  

こうした意図的なものをのぞけば、やはり文化の違

いかな、というお話をします。その昔パンチィ・スト

ッキングは下着かストッキングかが争いになりまし

た。昭和４８年１１月  今でいうＷＣＯの委員会で

ストッキングだとする日本と下着だとする欧米多数

国とが対立、当時在ベルギー一等書記官だった、若き

日の柿澤弘治 元外務大臣の奮戦空しく、２３：５で

日本の負けとなりました。木綿の下着とパンストのど

ちらを下に穿くかという文化の違いだという落ちに

なっています。         

平成初年頃瓶詰の水割りウイスキーが売り出され、

平成５年の税制改正で、内国税である酒税については

度数に応じた特別の軽減税率が導入されましたが、関

税上の分類をどうするかで議論しました。関税局内の
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国内派は水で割ろうがどうしようがウイスキーはウ

イスキーだとウイスキー説、国際派ははじめから水で

割ったのなんかウイスキーじゃないと圧倒的にその

他のスピリッツ説と意見が分かれ、やはり文化の差だ

と確認出来て面白かったです。 

 

失われた２０年 

  

 再び経済に話を戻します。先にお話しした戦後日本

経済の第２フェーズ、安定成長期は大体プラザ合意の

翌年１９８６（昭和６１）年頃まで続き、このころか

らいわゆるバブルが始まり、加速していきます。しか

し人類の歴史上、弾けなかったバブルはありません。

日本のこのバブルは平成２，３年をピークとして弾

け、不良債権の山と深刻な景気後退が待っていまし

た。バブルがなぜ起こったのか、バブルと弾けた後の

政策対応はどこが間違っていたのか、などは極めて重

要、かつ、興味深いテーマであり、山のように本が出

ています。私自身も色々書いたり講義したりしていま

すが、本日はこのテーマに入る時間がありません。た

だ結果としての事実だけを復習します。 

 次の「失われた２０年」のグラフが示すように、１

９９５（平成７）年（阪神淡路大震災やサリン事件の

年）から今日まで浮き沈みはありましたが、結局元の

レベルに戻っただけで、この２０年間を通じてみると

成長は無かった、失われた２０年（バブルそのものも
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あだ花だったと思えば、そろそろ失われた３０年）だ

ったということです（この後最近の２，３年少し挽回

していますが）。 

 
次のグラフに２１世紀に入ってからの世界各国の

一人当たり実質ＧＤＰの成長を示していますが、日本

はビリに近い低成長で、その結果直近の絶対水準では

英国に抜かれ、韓国に迫られています。さらにその次

の表でＧ７諸国の一人当たり名目ＧＤＰの推移を並

べていますが、一時はイタリア以下のビリに転落しま

した。その後欧州通貨危機で少し変わりましたが、そ

れでも辛うじてイタリアを上回るビリから２番、トッ

プ米国の３分の２と、数字だけ見ると昭和５０年代前

半並みに転落（実力とは実感できませんが）。 
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１９７０年以降の貿易動向 

 

最後に、これらの背景を頭に入れながら、もう一度

貿易面から眺めましょう。 

 

 
 

期間をやや長くとって、１９７０年以降の輸出入を

みます。１９７３年の第１次オイルショックで、７３

年、７４年、７５年と、貿易収支は赤字になりますが、

日本は先進国中でもっとも早くオイルショックを克

服して、７６年頃から貿易で１人勝ち状況になりまし

た。 

そういうことで外圧が強まるわけですが、日本経済
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機関車論というのがあって、ボンサミットなどで、１

９７７年、７８年（昭和５２，３年）と、巨額の財政

出動を求められました。まさに、これが今日の国債残

高累積の始まりです。 

１９７９年の第２次オイルショックで再び貿易赤

字となりますが、これもいち早く克服して、集中豪雨

的と非難されたように輸出が急増しました。これで欧

米諸国が悲鳴を上げて、日米円ドル委員会、プラザ合

意、日米構造協議といった外圧が続くこととなり、１

９８７年にバブルになって、輸出も貿易黒字も少し減

ります。 

ところがバブルが弾けた１９９１（平成３）年から

は、再び輸出が増加に転じますが、９３年から９５年

の春にかけての急激な円高で減少し、９７年の大型金

融破綻による大不況で、また輸出が増えました。 

輸出のレベルをみてみると、９８（平成１０）年か

ら２００３（平成１５）年あたりまで概ね年間で約５

０兆円だったのが（もちろん中身がいろいろ変わって

きていますが）、２００４年頃から急激に増加し、２

００７（平成１９）年には８０兆円を超すまでになり

ました。５年間で６割も増えたことになります。この

間、いざなぎ景気を上回る戦後最長の息の長い回復と

いわれましたが、結局この輸出バブルに支えられてい

たということがわかります。 

そこへ２００８（平成２０）年秋のリーマンショッ

クが襲いかかります。リーマンショックの本質である
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サブプライムローンとその証券化商品の焦げ付きに

よる直接的被害という点では、本邦金融機関の被害は

欧米の銀行に比べて微々たるものでした（日本のバブ

ルの手痛い教訓で賢くなっていたからです）。にもか

かわらず実体経済の面では、日本が先進国中最も深刻

な打撃を受けました。それは、世界経済の低迷による

影響でこの輸出バブルが弾けたからです。翌２００９

年には、輸出は５４兆円と６年前の２００３年水準に

まで急落、貿易黒字も２００８年、９年と２兆円そこ

そこにまで急減しました。２００９年それでも辛うじ

て黒字に踏み止まったのは、原油価格が前年のバーレ

ル１００ドル近い水準から６０ドルそこそこまで低

下してくれたからです。 

２０１０年になって世界経済の回復から輸出が６

７兆円と少し持ち直したため、貿易黒字は６．６兆円

とピーク時の半分程度にまで回復したところへ、２０

１１（平成２３）年の東日本大震災が襲いかかります。

全国の原発が次々と運転を停止、火力発電に切り替わ

っていったため原油の輸入が急増した上に、原油価格

の９０ドルへの再上昇が追い打ちをかけて輸入が急

増、遂に貿易黒字が消え、２．６兆円の赤字に転落し

ました。オイルショック以来３１年振りの赤字転落で

す。オイルショックというような異常時を除き、日本

が貿易で赤字になるなんて、考えられないことでし

た。翌２０１２年は原発停止が全原発に及んで、いわ

ば平年度化し、貿易赤字は６．９兆円と記録更新しま
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す。 

 そして同年１２月の安倍政権誕生でアベノミクス

が宣言され、翌年から量的質的金融緩和が導入され

て、急速な円安が進みます。しかし円安にもかかわら

ず輸出の数量が伸びず、輸出は概ね横ばいのところで

輸入だけが８０兆円を超えるまでに急増、貿易赤字は

２年連続で約１２兆円を続けました。２０１５年にな

って原油価格が４０ドル程度まで下落して円安を相

殺してくれたお陰で、貿易赤字は２．８兆円まで減少

しました。２０１６年になってから今度は円高が進

み、輸出は減少したものの、原油価格も若干戻りなが

らも低位を続けた結果、貿易収支尻は４兆円の黒字と

６年振りの黒字に戻り、２０１７年は世界経済の好調

を映じて輸出が２００８年以来の水準にまで戻って

これが国内景気を牽引したものの原油価格の高騰で

輸入が１４％も伸びたため、黒字幅は２．９兆円と縮

小したが、なお２年連続の黒字です、この基調は２０

１８年入り後も概ね続いているようです。 

 今後どうなるかは何より世界経済の動向と原油価

格、地政学的不確定要因などによるので、なんとも予

想が難しいが、大きなトレンドとしては第 1次所得収

支は黒字が増える反面貿易収支は減少する成熟した

債権国への道を辿ることでしょう。 

 

 これで今日の話は大体終わりです。最後にもしお疲

れでなければ、２点だけ問題提起します。 
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 第１はちょっと専門的ですが、日本経済全体を家計

に譬えて簡単に言うと、旦那が汗水たらして稼いで、

お金を貯めた積りでいたら、それを管理している奥さ

んが證券セールスの口車に乗せられてすってしまっ

たという構図です。 

 先ほど見たように日本経済は長いこと貿易収支、そ

して経常収支の黒字を続けた結果世界一の純債権国

になっていました。ところが私が２０００年以来研究

分析してきたところによると日本の対外純資産は、次

のグラフで見る様に、経常黒字の累積程には増加せ

ず、目減りを重ねていました。 
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 世界一の対外債務国であるアメリカが、経常赤字を

垂れ流しながら、それほどには対外純債務が増えてい

ないのと全く対照的な話で、一口で言えば、日本国民

の富を運用している本邦金融機関の運用力が外国投

資家に劣っていたため、品悪くいえば、かもられてき

たということです。 

 

 第 2は言い尽くされていることながら日本財政の持

続不能な現状についてです。今日はお話しませんでし

たが財務省資料を転載だけしておきます。 
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 バブル崩壊後の不況に対し、政府はこの四半世紀に

わたり、財政金融両面から空前のマグニチュードの対

策を打ち続けてきました。金利がマイナスになるなん

ていう金融政策の話は残念ながらここでは触れませ

んが、財政面でも凡そ考えられない規模の梃入れをし

てきた結果、日本政府の債務残高は幾何級数的に増大

し、先進国中で飛び抜けて最悪、あのギリシャよりも

数字の上では悪い、到底持続不能な水準に至っていま

す。にも拘わらず、経済情勢は一向に好転せず、徒に

子孫へのツケだけが雪だるま的に累積していったと

いうのが、失われた２０年乃至四半世紀の財政面から

の総括です。 

 日本の財政がこんなになるまで悪化したのは、いつ

の時代のどのような政策運営が原因だったのか、現状

は本当に深刻なのか、この素朴ながら大切な問いに対

する答えを自身の長年にわたる現場での体験から得

た歴史の教訓に求め、さらに独自の分析も付け加え

て、遅ればせながらもこれから脱却するにはどうすれ

ばよいのかを提案するのが私の最新作『日本財政を斬

る』です。 

 内容は読んでのお楽しみなのですが、サワリ中のサ

ワリだけを種明かししておきますと、先ず現状の日本

財政は破たん状態にあり、持続不能だということを実

証しています。その上で、財政の破綻とはとりもなお

さず国民生活の破綻、つまり財政とは国民のもの、自

分のことであるということを判り易く訴えるよう工
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夫しました。 

 いつの時代のどのような政策運営が原因だったの

かという点については、私の実際の体験に基づき、大

きく３つの要因を、知られざる数々のエピソードも豊

富に織り込みつつ示しています。 

 さらに、日本国債は日本人が持っているのだから心

配ないとか、いずれインフレで帳消しだなどという無

責任な楽観論に対しても、実証的に反論しています。 

お読み頂ければきっと「目から鱗」になるでしょう。 

もし電子書籍をお読みになるなら、本書を増補改訂し

た『国債が映す日本経済史』がさらにお勧めです。 

 ご清聴有難うございました 

         （完） 


